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[要旨] 非局所格子方程式として

轟+dl.i-sh(¢l一転.)[1-e-2√¢汁如 l)]1/2

を提案する｡2-ソリトン解を証明し,N-ソリトン解を推測する｡

[本文] この論文で扱うのは,次式で与えられる非局所格子方程式

di+dl.1-f(¢i,Qi十1)

の1例であるところの,次の方程式

示i+あ十1-Sh(Qi一転 .)[1-e-2ゆ i'中州 ]l/2

である｡(2)式は変換

ut-1-e2¢l/V官

或いは

¢l-(1/2)logl～庁(1-uB･)i

により,

去(1-2ul-2ui..･2ulu1..).'2-(1/vq)(ui..-ul)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

に変形される｡ 前稿1'を参考にして,(5)式のconjecturalN-ソリトン解を次式のように与

えてみる｡

ul-HI+B(i)l2-FI+B(i-1)III+B(21+1)I

+A(i+1)Iz+B(i-1)トA(i-1)lz+B(i+1)lVLI+B(i)(2,
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(6)
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ここにA(i)と行列 B(i)の(m,n)要素は次式で与えられる｡

A'i'-2三三n=ln-I

(B(i))仇n-

(I+B(i))n,aX

2shx仇･Chxn
sh(x,n+xn)

C2Xn

chxn･shxn
(chxn+ishx,A)(chxn-ishxn)e2xn

xn=xn･i+wn･i+6Tn,

ここで(7)式中の上についたバーは余因子行列をあらわし,分散関係式は未定とする｡

定義式

(1-2ul_./2-2ui.1/2+2ui-I/2ui../2)l/2…1+2(w l-./2-W…/2),

を用いると,前稿の結果1'から,wiの形が

wl-A(i)/Iz十B(i)[

ではなくてはならないことがわかる｡

(5),(10)式より,wlとulは

Ti'l--(1/2ヤ官)u£

(7)

(8)

(9)

(10)

仙

(12)

を満たさなくてはならないことがわかる｡

2-ソリトン解の時以上の推測を試してみて,分散関係式を求めてみる｡(7),(8)式で

〟-2とおくと,

∫2e+日日≡
局月+TJ 十e2∬2+

sh(xl- x2)

sh(xl+x2)

A(i)-th2xl･e2Xl+th2x2･e2x2+

e2(Xl+x2)

2sh2(x.- x2)

c h 2xl･Ch2x2･th(x .+ x2)

この時(6)式より的の表式は次のようになる｡

ul-N/lz+B(i)l2,
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･e2(xl+x2)

(13)

掴

(15)
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4sh2x.

満 面 ･e2Xl･ 三監 ･e2x2+

･豊 [

sh(x1- x2)
･C4XJ+2x2+

8sh2(x.- x2)

ch2xl･Ch2x2

2 -V__.帆 4sh2xl
ch2xl

(ll)～(16)式を用いて(12)式の左右辺を比較すると,

叫ニー(1/21万)thxl,(i-1,2)

･e2(Xl+x2)

sh(x1- x2)
sh(xl+x2)

･C2Xl+4x2 (16)

(17)

の時(12)式が恒等的に満足されることが示される｡

このようにして,(2)式の2-ソリトン解が証明された｡推測されたN-ソリトン解の厳密

な証明は今後の課題である｡
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